
大切な森林を守り育てる　町有林で町民植樹祭を開催

まちの話題

今月の表紙　 津別小で手作りロケット発射実験　～大空高く打ち上がりました～

温故知新

選手、責任者として役場野球チームをけん引

幸町　小田島 利英 さん

特集 環境基本計画がスタートします

2014 くりん草フェスティバル



q
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
・
利
活
用

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利
活
用

促
進

●
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
促
進

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
合
的
な
利
活
用

「
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
育
む

環
境
の
ま
ち
・
つ
べ
つ
」

津
別
の
森
、
水
、
空
気
、
景
観
な

ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
育
て

な
が
ら
、
自
然
と
調
和
し
た
林
業
経

営
や
農
業
等
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
目
指
し
、
地

域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
ま
す
。

自
然
を
考
え
な
が
ら
共
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
で
、
生
活
様
式
を
見
直

し
、
ご
み
の
減
量
、
省
エ
ネ
、
地
域

木
材
や
安
全
・
安
心
の
食
を
身
近
に

取
り
入
れ
る
、
な
ど
の
環
境
に
や
さ

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、

心
身
共
に
豊
か
で
誇
り
を
持
て
る
ま

ち
を
創
造
し
ま
す
。

ま
た
、
自
然
を
守
り
育
て
て
い
く

た
め
の
環
境
活
動
に
お
い
て
、
町
外

の
住
民
や
企
業
等
と
の
交
流
を
推
進

し
、
地
域
活
力
を
高
め
、
地
域
内
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
担
い
手
と
と
も
に

「
環
境
の
ま
ち
・
つ
べ
つ
」
を
育
ん
で

い
き
ま
す
。

津
別
町
環
境
基
本
計
画
は
、
津
別

町
の
地
域
資
源
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
取
組
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め

の
指
針
と
な
る
基
本
的
な
計
画
で
す
。

平
成
24
年
度
よ
り
荒
川
博
明
委
員

長
を
は
じ
め
と
す
る
16
人
の
策
定
委

員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
住

民
意
見
交
換
会
を
実
施
し
な
が
ら
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
計
画

と
な
り
ま
す
。

◎
豊
か
な
環
境
を
次
世
代
へ
継
承
　

す
る

○
環
境
負
荷
の
少
な
い
活
力
の
　

あ
る
経
済
の
持
続
的
発
展
を

目
指
す

○
町
民
、
事
業
者
、
行
政
及
び

滞
在
者
の
役
割
分
担
と
相
互

連
携
を
推
進
す
る

○
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
る
　

と
と
も
に
資
源
の
有
効
利
用

を
図
る

ＣＯ2削減へむけた取組

以
下
の
４
つ
の
目
標
を
も
と
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
基
本
目
標
と
取
組
イ
メ
ー
ジ
■

計
画
の
基
本
理
念

環
境
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

津
別
町
環
境
基
本
計
画

と
は
？

計
画
の
中
で
目
指
す

津
別
町
の
将
来
環
境
像

計
画
の
推
進
に
つ
い
て

今
後
、
環
境
基
本
計
画
を
推
進
し
、

併
せ
て
津
別
町
の
環
境
政
策
に
必
要

な
事
項
を
調
査
及
び
検
討
す
る
た
め
、

「
（
仮
称
）
津
別
町
環
境
基
本
計
画
推

進
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
本
計

画
を
定
期
的
に
点
検
・
評
価
し
、
適

切
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

津
別
町
の
Ｈ
Ｐ
に
、
環
境
基
本
計

画
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
１
階
r
窓
口
住
民
企

画
グ
ル
ー
プ
で
も
閲
覧
可
能
で
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
５
）

環
境
基
本
計
画
の
４
つ
の
基
本
目
標

w
持
続
可
能
な
循
環
型
・

低
炭
素
社
会
の
構
築

●
適
切
な
保
全
・
管
理
に
よ
る
持
続
可
能
な
森

林
経
営
の
確
立

●
住
民
や
事
業
者
と
地
域
一
体
に
よ
る
３
Ｒ
の

取
組
推
進

●
食
の
安
全
・
安
心
や
環
境
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

循
環
型
農
業
の
推
進

●
地
場
産
材
の
活
用
促
進
と
木
工
加
工
産
業
の

付
加
価
値
創
造

●
地
域
に
お
け
る
環
境
配
慮
型
産
業
の
育
成

e
自
然
環
境
と
調
和
し
た

暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り

●
環
境
と
人
に
や
さ
し
い
生
活
環
境

整
備
の
推
進

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

空
間
の
創
造

●
環
境
を
重
視
し
た
町
並
み
や
田
園

景
観
の
保

全
と
整
備

●
住
民
の
環

境
意
識
の

啓
発
と
取

組
効
果
の

見
え
る
化

r
環
境
教
育
の
推
進
と

参
加
型
の
環
境
活
動
の

仕
組
み
づ
く
り

●
自
然
や
産
業
を
総
合
的
に
取
り
入
れ

た
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

●
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
環
境

に
つ
い
て

学
び
体
験

す
る
場
・

機
会
の
創

出
●
地
域
内
外

へ
の
環
境

活
動
の
情

報
発
信

津別小学校の食育への取組

森林セラピーの様子 ふれあいサロンの様子



国
内
屈
指
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
の
大
群

生
地
、
上
里
「
ノ
ン
ノ
の
森
」
を
舞

台
に
、
３
週
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
に
認
定
さ

れ
た
、
美
し
い
森
と
可
憐
な
花
が
心

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

◎森の音楽会
まほうのことばを奏でる
夫婦ユニット「二人静」
◎JAＦデー　マイカー点検教室

第９回つべつクリンソウまつり

◎森の音楽会 「二人静」

◎森林ヨガ体験（Lotus 指導）

【６月15日（日）】

◎森の音楽会

谷藤万喜子と本田優一郎の

ユニット「ホラネロ」

with「津別中学校吹奏楽部」

◎森林ヨガ体験（Lotus 指導）

◎セラピーフェスタinノンノの森

（NPO法人森のこだま指導）

◎ツリーイングinノンノの森

（NPO法人森のこだま指導）

【６月22日（日）】

【６月29日（日）】

◎森の音楽会

谷藤万喜子と本田優一郎のユニット「ホラネロ」

◎森林ヨガ体験（Lotus 指導）

【６月14日（土）】

共催　津別観光協会・ノンノの森ネイチャーセンター・

ランプの宿　森つべつ

後援　津別町 協賛　北網地域活性化協議会

問い合わせ先 津別観光協会　†0152-76-2151（内線315）

６月14日（土）～６月29日（日）／毎週土・日曜日　午前10時～午後３時

会場　ノンノの森（上里町民の森自然公園）・ランプの宿　森つべつ

◎森の音楽会

郷土芸能「山鳴太鼓保存会」

◎セラピーフェスタinノンノの森

（NPO法人森のこだま指導）

◎ツリーイングinノンノの森（NPO法人森のこだま指導）

【６月21日（土）】

◎森の音楽会

全国リコーダーコンテスト銀賞「RECつべつ」

【６月28日（土）】

ランプの宿　森つべつ

くりん草ランチバイキング
フェスティバル期間中毎週土・日曜日実施

大人1,350円／小人800円

※お弁当（テイクアウト）大人1,200円

ノ ン ノ の 森 へ 行 こ う ！

森林セラピー体験90分コース～入門編～
フェスティバル期間中毎週土・日曜日実施

要予約：ランプの宿・森つべつ　†76－3333

二
人
静

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
、
各
種
公
的
年
金
（
老

齢
・
退
職
・
障
害
・
遺
族
年
金
）
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す

の
で
、
金
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）
は
、
介
護
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
納
め
方
は
、
普
通

徴
収
と
特
別
徴
収
の
２
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。
普
通
徴
収
の

方
に
は
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
６
月
中
旬
頃
に
、
特
別

徴
収
の
方
に
は
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
通
知
書
を
８
月
に
そ

れ
ぞ
れ
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

料
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

区　　分

第１段階

第２段階

第３段階（特例）

第３段階

第４段階（特例）

第４段階（基準額）

第５段階

第６段階

月額保険料

1,400円

1,400円

1,750円

2,100円

2,450円

2,800円

3,500円

4,200円

▼別表

65歳以上の方（第１号被保険者）

の介護保険料

納
入
通
知
書
に
記
載
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
入
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
第
１
期
納
期
限
は
６
月
30
日
で
す
。

年
度
の
途
中
（
６
月
・
８
月
ま
た
は
10
月
）
か
ら
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
る
方
に
は
、
１
期
ま
た
は
２
期
分
ま
で
の
介
護
保

険
料
納
入
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収

普
通
徴
収

普
通
徴
収
・
特
別
徴
収
併
用
の
方

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

に
入
所
、
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
の
居
住
費
、
食
費
負
担
額
の
減
額

認
定
期
間
が
６
月
30
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
７
月
１
日
か
ら
の
減
額
認
定
の
更
新
手
続

き
及
び
新
規
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
来
自
己
負
担
と
な
る
介
護
保
険

施
設
で
の
居
住
費
と
食
費
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）
に
つ
い
て
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
を
対
象
に
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

な
お
、
減
額
認
定
は
、
申
請
の
あ
っ
た
月
の

初
日
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　保健福祉課　介護保険担当

障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、
65
歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
身
体
の
障
が
い
又
は
認
知
症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に

該
当
す
る
と
町
が
認
定
し
た
方
は
、
確
定
申
告
等
に
よ
り
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る

「
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
認
定
書
は
税
の
控
除
の
み
に
使
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
障
が
い
者
と

し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
対
象
者
本
人
、
対

象
者
を
扶
養
し
て
い
る
人
で
所
得
税
・
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
と
な
り
ま
す
の

で
、
と
も
に
課
税
さ
れ
て
い
な
い
（
非
課
税
の
）
人
で
、
所
得
控
除
の
必
要
の
な
い
人

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
の
基
準
日
は
、
毎
年
12
月
31
日
現
在
と
な
り
ま
す
。

11番窓口　†76－2151（内線230）

▲
▲

ツ
リ
ー
イ

ン
グ
体
験

▲ホラネロ

まる太くん
も

待ってます

※
観
光
協
会
で
は
、
こ
の
森
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
愛
称
を
「
ノ
ン
ノ
の
森
」
と
し
て
い
ま
す
。



Ｑ
今
回
改
正
さ
れ
た
課
税
限
度
額
と
は
な

ん
で
す
か
？

Ａ
国
保
税
は
均
等
割
、
平
等
割
、
所
得
割
、

資
産
割
で
世
帯
ご
と
に
算
出
さ
れ
、
算

出
額
が
課
税
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は

課
税
限
度
額
が
国
保
税
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
ど
う
し
て
課
税
限
度
額
を
改
正
す
る
の

で
す
か
？

Ａ
所
得
の
多
い
世
帯
に
は
課
税
限
度
額
以

上
の
国
保
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

相
対
的
に
中
低
所
得
者
の
負
担
が
多
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
改
正
す
る
こ
と
に
　
　

よ
り
所
得
階
層
別
の
負
担
を
で
き
る
だ

け
公
平
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

Ｑ
課
税
限
度
額
を
改
正
し
な
い
と
ど
う
な

り
ま
す
か
？

Ａ
国
保
事
業
の
財
源
は
、
国
と
道
の
補
助

金
と
国
保
税
等
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
改

正
し
な
い
場
合
の
不
足
分
は
国
保
税
で

賄
う
こ
と
と
な
る
の
で
国
保
税
率
の
改

定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
今
年
の
国
保
税
の
税
率
は
変
わ
り
ま
す

か
？

Ａ
今
回
の
課
税
限
度
額
改
正
は
国
保
税
率

に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

平成26年度国民健康保険税の税率一覧表

平
成
26
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
（
被
保

険
者
）
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た

時
の
医
療
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財

源
で
す
。

津
別
町
の
平
成
25
年
度
一
人
当
た
り
医

療
給
付
費
は
約
30
万
１
千
円
で
、
平
成
24

年
度
と
比
較
す
る
と
１
・
４
％
増
加
し
ま

し
た
。
原
因
は
、
高
額
な
医
療
が
必
要
な

方
が
前
年
よ
り
増
加
し
た
こ
と
で
、
主
な

病
名
と
し
て
は
が
ん
、
脳
疾
患
、
心
臓
疾

患
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
医
療
費
の
増
加
傾
向
に
あ
る
中

に
も
国
保
の
健
全
な
運
営
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
地

方
税
法
の
改
正
を
受
け
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
の
国
保
税
【
支
援
分
】
の
課
税
限
度

額
を
16
万
円
（
昨
年
度
14
万
円
）、【
介
護

分
】
を
14
万
円
（
昨
年
度
12
万
円
）
に
改

正
し
ま
し
た
の
で
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
保
険
税
の
納
付
書
に
つ

き
ま
し
て
は
、
６
月
中
旬
に
発
送
予
定
で

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
国
保
税
（
支
援
分：

介
護
分
）
課
税
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

医療保険分

後期高齢者

支援分

介護保険分

賦課限度額

510,000円

(変更なし)

140,000円

→160,000円

120,000円

→140,000円

所得割額 均等割額 平等割額資産割率

１世帯当たり
の年間最高
納付額

加入者
固定資産税
【土地:建物】

加入者
１人につき

前年所得

課税総所得金額

加入世帯
１世帯につき

30.0％

(変更なし)

0.77％

(変更なし)

7.0％

(変更なし)
8,400円

(変更なし)

5,600円

(変更なし)

8.2％

(変更なし)

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
方
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
帯
は
、

均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
所
得
に
応
じ
て

７
割
・
５
割
・
２
割
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
26
年
度
か
ら
５
割
と
２
割
の

軽
減
枠
が
広
が
り
ま
し
た
。

加
入
者
の
方
で
、
前
年
の
所
得
の
申
告

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
軽
減
の
適
用

に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　保健福祉課 健康医療グループ 国保担当　†76-2151（内線228・229）

6.8％

(変更なし)

1.55％

(変更なし)

24,700円

(変更なし)

6,800円

(変更なし)

24,700円

(変更なし)

6,400円

(変更なし)

国
民
健
康
保
険
税
【
普
通
徴
収
】
の

納
期
日
と
納
付
回
数
が
変
わ
り
ま
し
た

q
平
成
25
年
度
ま
で
７
回
だ
っ
た
国
民
健

康
保
険
税
の
納
付
回
数
が
、
平
成
26
年

度
か
ら
９
回
に
変
更
さ
れ
、
納
付
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

w
国
民
健
康
保
険
税
の
第
７
期
納
期
が

「
12
月
１
日
か
ら
同
月
26
日
ま
で
」
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

e
国
民
健
康
保
険
税
の
各
納
期
ご
と
の
分

割
金
額
に
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
場
合
は
、
最
初
の
納
期
に
含
め
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
１
０

０
円
未
満
の
端
数
分
を
最
初
の
納
期
に

含
め
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

１年間の保険料
（100円未満切り捨て）

●均　等　割
（被保険者が等しく負担）

+

●均等割の軽減

＝

■後期高齢者保険料の軽減について

所　得　割
（平成25年中の所得－33万円）×10. 52％

均　等　割
51,472円

33万円かつ被保険者全員の所得が０円

（年金収入のみの場合、受給額80万円以下）

所得が次の金額以下の世帯

（年額）51,472円（3,763円増額）

■後期高齢者保険料率が変わりました

この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入している健康保険）の被扶養者だった方は、

所得割はかからず、均等割が９割軽減になります。

●所得割の軽減

被保険者の皆さまにお支払いいただく平成26年度～平成27年度の保険料は、次のとおりです。

平成26・27年度

33万円

33万円＋（24万５千円×世帯の被保険者数）

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）

前年度対比

約 400円増

約 600円増

約 1,900円増

約 3,000円増

●被用者保険の被扶養者だった方の軽減

平成24・25年度

年額 47,709円

平成24・25年度

10. 61%

平成24・25年度

55万円

10. 52%（0.09％減額）
平成26・27年度

57万円（2万円増額）
平成26・27年度

●所　得　割
（被保険者の所得に応じて負担）

●賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合

†011－290－5601
役場　保健福祉課　健康医療グループ
後期高齢者医療担当　†76－2151(内線229)

●保険料の計算方法（平成26年度） 保険料額は、「均等割額」と「所得割額」の合計で計算します。

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

軽減割合 平成26年度

7,720円

25,736円

41,177円

5,147円

被保険者個人の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割が５割軽減されます。

※軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。※被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

所得が次の金額以下の世帯

33万円＋（24万5千円×世帯の被保険者数）※単身世帯の方も該当になります

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）

■平成26年度より均等割2割・5割軽減の範囲が拡大しました

軽減割合

5割軽減

2割軽減



ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日
（
５
月
30
日
）
に
先
駆
け
て
、

５
月
10
日
、「
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
」（
主
催
　
津
別

町
及
び
津
別
町
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
）
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
行
わ
れ
た
ご
み
回
収
作
業
で
は
、
数
人

ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
た
ち
が
、
ふ

れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
か
ら
美
幌
町
と
の
境

界
ま
で
の
町
道
３
号
線
沿
い
に
、
道
路
わ
き
に
捨
て

ら
れ
た
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

例
年
通
り
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
多

く
見
ら
れ
、
多
く
の
町
民
の
ご
協
力
に
よ
り
回
収
さ

れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
車
両
３
台
分
で
９
１
０
o
に
も
及

び
ま
し
た
。
今
後
も
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
22
日
、
中
央
公
民
館
で
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
か

る
っ
ち
ゃ
つ
べ
つ
」
の
平
成
26
年
度
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
多
く
の
町
民
が
気
軽
に
楽

し
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
町
民
主
体
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
今
年
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

総
会
で
は
役
員
の
選
出
に
続
い
て
、
平
成
26
年
度

事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
、

本
格
的
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
活
動
と
し
て
は
、
親
子

ス
ポ
ー
ツ
教

室
、
水
中
運

動
教
室
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
、
シ

ル
バ
ー
ス
ポ

ー
ツ
教
室
な

ど
多
彩
な
内

容
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

５
月
14
日
、
道
内
で
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
植
松
努
さ
ん
（
赤
平
市
・
植
松
電
機
専

務
取
締
役
）
を
招
き
、
小
学
５
、
６
年
生
を
対
象
に

手
作
り
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

植
松
さ
ん
の
講
演
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
実
際
に

ロ
ケ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
。
津
別
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

で
発
射
実
験
が
行
わ
れ
、
自
分
た
ち
の
手
作
り
ロ
ケ

ッ
ト
が
勢
い
よ
く
打
ち
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
、
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
４
月
30
日
、
津
別
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
教
育
委
員
会
に
、
同
事
業
の
費
用

の
一
部
と
し
て
10

万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
参
加
に
よ
る
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

９
１
０
O
の
ご
み
を
回
収

気
軽
に
参
加
で
き
る
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
か
る
っ
ち
ゃ
つ
べ
つ
」
総
会
を
開
催

農
業
技
術
の
普
及
推
進
と
グ
ル
ー
プ
活
動
に
貢
献

鈴
木
健
二
さ
ん
に
管
内
優
良
農
村
青
年
表
彰

昨
年
ま
で
町
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
務
め
ら
れ
た
藤
田
玲
子
さ
ん

が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
、
４

月
28
日
、
佐
藤
町
長
か
ら
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
本
岐
地
区
担
当

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

22
年
８
か
月
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
藤
田
さ
ん
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

町
長
の
お
祝
い
の
言
葉
に
、
藤
田

さ
ん
は
「
こ
の
た
び
の
表
彰
は
、
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
域
の

皆
さ
ま
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。

５
月
11
日
、
木
樋
の
町
有
林
で
恒
例
の
町

民
植
樹
祭
（
主
催
　
津
別
町
、
網
走
南
部
森

林
管
理
署
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
緑
化
や
環

境
意
識
の
高
揚
を
図
り
、『
愛
林
の
ま
ち
津

別
町
』
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
森
林
を
守
り

育
て
る
た
め
の
重
要
な
催
し
で
す
。

役
場
前
で
の
開
会
式
の
後
、
１
３
２
人
の

参
加
者
は
、
バ
ス
な
ど
に
分
乗
し
て
現
地
へ

移
動
。
好
天
に
恵
ま
れ
て
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽

気
の
中
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て

植
樹
作
業
を
進
め
、
30
分
ほ
ど
で
用
意
さ
れ

た
カ
ラ
マ
ツ
の
苗
木
４
０
０
本
を
植
え
終
わ

り
ま
し
た
。

植
樹
祭
の
最
後
に
記
念
標
柱
を
建
て
、
み

ん
な
で
植
え
た
苗
木
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
ま
し
た
。

５
月
８
日
、
屋
外
運
動
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
（株）
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
北
網
統
括
事
業

所
が
、
津
別
小
学
校
、
本
岐
小
学
校
及

び
活
汲
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
同
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
22
年
度

か
ら
町
内
の
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
年
で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
や
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
る
整

地
、
踏
み
固
め
作
業
で
グ
ラ
ン
ド
は
す

っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち

は
良
好
な
環
境
で
運
動
を
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

安
全
で
運
動
し
や
す
い
グ
ラ
ン
ド
を

舗
装
会
社
が
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大切な森林を守り育てる

町有林で町民植樹祭を開催

４
月
10
日
、
木
樋
の
鈴
木
健
二
さ
ん

が
、
優
良
農
村
青
年
と
し
て
オ
ホ
ー
ツ

ク
総
合
振
興
局
管
内
農
業
委
員
会
連
合

会
会
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
３
年
以
上
の
農
業
経

験
を
有
し
、
農
業
技
術
の
普
及
推
進
及

び
グ
ル
ー
プ
活
動
に
お
け
る
指
導
力
を

認
め
ら
れ
た
、
他
の
範
と
な
る
農
村
青

年
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
の
実
家
の
農

業
を
継
ぐ
た
め
平
成
17
年
に
津
別
町
で

就
農
。
農
業
の
経
験
を
積
み
な
が
ら
、

ま
ち
お
こ
し
活
動
等
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

藤
田
玲
子
さ
ん
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
費
用
の
一
部
を
寄
附

津
別
小
学
校
で
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
開
催

あ
な
た
の
回
答
が

日
本
経
済
の
力
に
な
る
！

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

平
成
26
年
商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

●
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

●
両
調
査
の
結
果
は
、
社
会
経
済
の
発

展
を
支
え
る
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。

●
調
査
票
は
平
成
26
年
６
月
末
日
ま
で

に
お
届
け
し
ま
す
。
７
月
１
日
以
降

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
の
意
義
・
重
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

まる太くんと一緒に記念標柱の前で記念撮影

総務省・経済産業省・北海道・津別町

平成26年７月１日（火）
平成26年

経済センサス－基礎調査
商業統計調査

経済センサス 検索 商業統計調査 検索 http://e-census-syougyo.stat.go.jp/

▲

（
左
側
）
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

準
備
中
の
植
松
さ
ん



42
歳
で
始
め
た
ゴ
ル
フ
は
今
も
現

役
で
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
毎
週
の
よ
う

に
コ
ー
ス
に
出
て
い
る
と
い
う
小
田

島
利
英
さ
ん
。
若
い
こ
ろ
は
野
球
で

鍛
え
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
け
に
、「
コ

ー
ス
で
邪
魔
だ
と
言
わ
れ
る
ま
で
は

続
け
た
い
（
笑
）」
と
意
気
軒
昂
で
す
。

津
別
町
生
ま
れ
の
小
田
島
さ
ん
は
、

美
幌
農
林
学
校
（
現
・
美
幌
高
等
学

校
）
林
業
科
を
卒
業
後
の
昭
和
26
年
、

津
別
町
役
場
に
就
職
。
以
來
、
42
年

間
に
わ
た
り
様
々
な
部
署
で
力
を
尽

く
し
、
企
画
財
政
課
長
、
総
務
課
長

な
ど
の
要
職
を
勤
め
上
げ
ま
し
た
。

仕
事
と
共
に
力
を
注
い
だ
の
が
、

小
学
生
時
代
か
ら
親
し
ん
だ
野
球
で

す
。
役
場
の
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
、

投
手
兼
主
軸
打
者
と
し
て
奮
闘
。
大

会
で
は
、
投
手
と
し
て
２
日
で
３
試

合
完
投
と
い
う
タ
フ
ネ
ス
ぶ
り
を
発

揮
し
、
打
っ
て
は
長
打
力
を
活
か
し

て
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
い
う
劇

的
な
出
来
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

選
手
を
退
い
て
か
ら
は
チ
ー
ム
の

監
督
、
代
表
と
し
て
若
い
世
代
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
に
回
り
ま
す
。
代
表
を

務
め
て
い
た
昭
和
46
年
に
、
役
場
チ

ー
ム
と
町
内
実
業
チ
ー
ム
合
同
で
高

松
宮
賜
杯
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
に

出
場
。
昭
和
51
年
に
は
役
場
チ
ー
ム

が
道
代
表
と
し
て
佐
賀
国
体
に
出
場

し
、
い
ず
れ
も
初
戦
を
突
破
す
る
な

ど
堂
々
た
る
戦
績
を
収
め
ま
し
た
。

活
動
費
が
限
ら
れ
る
中
、
金
銭
的

な
苦
労
も
あ
っ
た
よ
う
で
「
長
野
県

で
行
わ
れ
た
高
松
宮
賜
杯
で
は
、
雨

で
試
合
が
二
日
順
延
し
、
滞
在
費
が

尽
き
そ
う
に
な
っ
て
慌
て
ま
し
た
」

と
、
懐
か
し
そ
う
に
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

役
場
を
定
年
退
職
後
は
、
平
成
９

年
か
ら
３
期
12
年
に
わ
た
っ
て
津
別

町
議
会
議
員
を
務
め
、
市
町
村
合
併

問
題
な
ど
の
難
局
に
取
り
組
み
ま
し

た
。ま

た
津
別
森
林
組
合
代
表
理
事
組

合
長
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会
の
役

員
な
ど
も
務
め
、
長
く
地
域
の
発
展

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

おだじま　としひでさん／昭和７年９月、津別町生まれ／
81歳／幸町在住

さ
ん

選
手
、
責
任
者
と
し
て

役
場
野
球
チ
ー
ム
を
け
ん
引

小
田
島
　
利
英

【434】

問い合わせ先 †76－2151税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

こ
の
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤
め

て
い
る
渡
邊
悠
貴
さ
ん
。
産
業
振
興
課

農
政
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
主
に
畜
産

関
係
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

遠
軽
町
出
身
の
渡
邊
さ
ん
は
、
遠
軽

高
等
学
校
か
ら
札
幌
国
際
大
学
に
進
学

し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
間
学
部
で
ス
ポ
ー
ツ

関
連
の
心
理
学
や
経
済
学
、
環
境
学
な

ど
を
勉
強
。
大
学
卒
業
後
は
「
地
元
に

根
付
い
て
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
考
え
、
公
務

員
予
備
校
に
１
年
間
通
っ
て
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
で
の
公
務
員
採
用
を
目
指
し
ま

し
た
。

新
人
職
員
と
し
て
の
抱
負
は
、「
今

は
ま
ず
、
農
家
の
方
に
顔
と
名
前
を
覚

え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。
仕
事
を
し
て
行
く
中
で
信
頼
関

係
を
築
き
、
い
つ
か
は
住
民
の
方
や
同

僚
か
ら
『
渡
邊
君
に
任
せ
て
お
け
ば
安

心
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
職
員
に
な
り

た
い
で
す
」。

高
校
時
代
は
野
球
部
に
所
属
し
、
白

球
を
追
っ
て
い
た
渡
邊
さ
ん
。
野
外
で

の
活
動
が
性
に
合
っ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
現
場
に
行
く
機
会
が
増
え
る
今
の
業

務
に
、
大
い
に
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い

る
よ
う
で
す
。

地
域
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
職
員
に

さ
ん

わたなべ　ゆうきさん／平成２年７月生まれ／津別町

役場勤務／達美在住

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
を
受
け
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
町

道
民
税
の
均
等
割
額
が
、
４
千
円
か
ら
５

千
円
に
変
わ
り
ま
す
。

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

町
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
制
度
の

ご
利
用
を

町
の
税
金
は
、
津
別
町
役
場
、
北
見
信

用
金
庫
、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町
農
業

協
同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内
全
て

の
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、『
日
中
は
な
か
な
か
金
融
機
関
に
行
け

な
い
』
、
『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』
等
の

方
は
、
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。口

座
振
替
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
町

内
の
金
融
機
関
又
は
北
洋
銀
行
美
幌
支
店
、

道
内
各
郵
便
局
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
の
際
に
は
、
預
金
通
帳
、
印
鑑
、

納
税
通
知
書
を
ご
用
意
下
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た

日
に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
の
際
に
は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。 町

道
民
税
の
均
等
割
額
の

増
額
に
つ
い
て

渡
邊
　
悠
貴
　



<

健
診
日
時>

７
月
17
日
（
木
）
・
18
日
（
金
）

朝
６
時
・
６
時
30
分
・
７
時
・
７
時
30
分

８
時
・
８
時
30
分
・
９
時
・
９
時
30
分

<

場
所>

町
民
会
館

<

申
し
込
み
・
ご
相
談>

電
話
、
も
し
く
は
役
場
10
番
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
１
・
３
３
２
）

30
代
、
40
代
か
ら
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

夏
の
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！

受
付
時
間

《 健 診 申 し 込 み 先 》

保健福祉課　健康推進担当10番窓口　†76－2151（内線231、332）

年
齢
が
上
が
る
と
生
活
習
慣
病
の

治
療
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
！

平
成
25
年
津
別
町
国
保
各
生
活
習
慣
病
治
療
者

の
年
代
別
割
合
で
は
、
年
齢
が
上
が
る
と
糖
尿

病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
を
治
療
し
て
い
る
方

の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
40
代
か
ら
50
代
に
か
け
て
治
療
中
の
方

が
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
年
齢
か
ら
治
療

を
開
始
さ
れ
る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
30
代
の
方
で
は
、
高
血
圧
の
治
療
を
さ
れ

て
い
る
方
の
割
合
が
大
き
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。糖

尿
病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
は
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
血
管
を
傷
つ
け
て
動
脈
硬
化
を
進

行
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
定
健
診

の
対
象
年
齢
で
あ
る
30
歳
か
ら
年
に
１
度
、
特
定

健
診
を
受
け
て
、
早
く
か
ら
生
活
習
慣
病
に
気
づ

き
、
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
今
年
度
61
歳
（
Ｓ
28
年
４
月
１
日
〜
Ｓ
29
年
３
月
31
日
生
）
に
な
る
方
へ

・
国
保
の
方
は
全
て
の
検
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

・
社
会
保
険
の
方
は
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

「
ま
だ
ど
こ
も
痛
く
な
い
！
」「
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
！
」
と

思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　

津
別
町
は
管
内
的
に
脳
卒
中
の
発
症
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

年
に
１
度
、
健
診
で
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

６
月
16
日
（
月
）
か
ら
申
し
込
み
開
始
！

６
月
30
日
（
月
）
ま
で

平
成
25
年
度
津
別
町
国
保
加
入
者
の
治
療
状

況
調
べ
で
は
、
約
７
割
の
方
が
何
ら
か
の
病
気

で
治
療
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
４
割
が
生
活
習

慣
病
に
関
す
る
治
療
で
し
た
。

生
活
習
慣
病
で
は
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・

糖
尿
病
が
多
い
状
況
で
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
症
状
な
く
進
行
す
る
た
め
、

気
づ
い
た
と
き
に
は
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
に
な
り
、
死
に
至

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
が
悪
化
す
る
と
合
併
症
に
な
り
、
失
明
や
足
の
切
断
、
腎
不
全
と

な
っ
て
透
析
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
毎
日
の
食
事
や
運
動
と
い
っ
た
、
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
る
こ
と

で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
重
大
な
病
気
や
合
併
症
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、

健
康
診
断
を
受
け
て
自
身
の
体
調
の
変
化
に
気
づ
き
、
健
康
的
な
生
活
を
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

各生活習慣病治療者の年代別割合（％） ※津別町国保　平成25年5月分

治
療
中
の
方
に
こ
そ
、
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
が

特
定
健
診
で
す
！

町
民
の
皆
さ
ん
で
、
「
病
院
で
定
期
的
に
血
液
検
査
を
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

「
先
生
が
何
で
も
な
い
っ
て
言
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
言
っ
て
、
特
定
健
診
を
受

け
な
い
方
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。

し
か
し
、
医
療
保
険
で
検
査
で
き
る
検
査
項
目
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
と

脂
質
異
常
症
で
通
院
中
の
方
は
、
糖
尿
病
を
検
査
す
る
H
b
A
１
c
や
尿
酸
の
検
査
、

を
保
険
証
を
使
っ
て
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
特
定
健
診
で
は
、
通
院
の
有
無
や
病
名
に
関
係
な
く
、
全
員
に
必
要
な
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
原
因
で
慢
性

腎
臓
病
（
C
K
D
）
に
な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
町
の
特
定
健
診
で
は
、
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
や
尿
検
査
等
で
腎
機
能
を
確
認
で
き
ま
す
。



４
月
22
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

門
脇
　
泰
雅

た
い
が

く
ん
（
達
美
）

濱
端
　
陸
隼

り
く
と

く
ん
（
豊
永
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
担
当
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
２
）

公
共
牧
場
の
入
牧
が
、
５
月
21

日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

２
か
所
の
牧
場
で
、
乳
牛
・
肉
牛

を
合
わ
せ
て
約
１
２
０
頭
が
入
牧

し
、
10
月
の
下
牧
ま
で
元
気
に
牧

草
を
食
べ
、
大
き
く
な
っ
て
各
農

家
へ
帰
る
予
定
で
す
。

毎
年
、
牧
場
内
に
山
菜
採
り
な

ど
を
目
的
と
し
て
無
許
可
で
入
る

方
が
多
く
、
故
意
に
よ
る
牧
柵
の

破
損
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
牧
場

内
は
「
関
係
者
以
外
立
入
禁
止
」

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。
ま
た
、
牧
道
に
車
な

ど
を
止
め
る
こ
と
も
牧
場
管
理
の

支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
許
可
無

く
牧
場
内
へ
の
出
入
り
は
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
６
３)

歯
と
口
の
健
康
週
間
（
６
月
４

日
〜
10
日
）
に
ち
な
ん
で
、
美
幌

歯
科
医
師
会
が
歯
科
に
関
す
る
講

演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

講
　
演

６
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

講
師
　
池
田
哲
先
生(

池
田
歯
科)

題
名
　
知
っ
て
得
す
る「
歯
の
話
」

無
料
歯
科
相
談
　
６
月
７
日
（
土
）

正
午
〜
午
後
３
時
　
※
先
着
１

０
０
名
ま
で
無
料
フ
ッ
素
塗
布

会
　
場

し
ゃ
き
っ
と
プ
ラ
ザ
　

（
美
幌
町
東
３
条
北
２
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先
　

く
に
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

†
76-

２
５
２
５
　
　
　
　

５
月
中
に
平
成
26
年
度
の
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
書

の
発
送
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て
い

た
の
に
、
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
や
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
税
務
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
月

は
町
道
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
書
が
発
送
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
２
０)

北
海
道
財
務
局
の
相
談
専
門
員

が
、「
借
金
の
悩
み
」
を
親
身
に
な

っ
て
お
聴
き
し
、
あ
な
た
に
合
っ

た
解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。「
預

金
・
融
資
、
保
険
な
ど
金
融
全
般
」

の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、「
相
続
税
、
贈
与
税
、
譲

渡
所
得
の
税
務
相
談
会
」
も
同
時

に
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
無
料
・
予
約
不
要
で
す
。

受
付
日
時
　
６
月
11
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
４
時

会
　
場

北
見
地
方
合
同
庁
舎
２
階

（
北
見
市
青
葉
町
６
番
８
号
）

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
財
務
局
相
談
員
直
通
　

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

†
０
１
１-

８
０
７-

５
１
４
４

主
　
催

北
海
道
財
務
局
、
北
海

道
財
務
局
北
見
出
張
所

共
　
催

札
幌
国
税
局

試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

受
験
資
格

高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒
後
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

申
込
受
付
期
間

q
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
23
日

〜
７
月
２
日

w
郵
送
又
は
持
参

６
月
23
日
〜
６
月
26
日

試
験
日

第
１
次
試
験
　
９
月
７
日

第
２
次
試
験

10
月
16
日
〜
10
月
24
日
の

指
定
す
る
１
日

問
い
合
わ
せ
先

網
走
税
務
署
総
務
課

†
０
１
５
２-

43-

２
１
８
１

○
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
開

始
す
る
育
児
休
業
か
ら
、
育
児
休

業
の
初
日
か
ら
１
８
０
日
目
ま
で

の
給
付
率
が
67
％
（
従
来
は
50
％
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
育
児
休
業
給
付
金
の
支
給
を
受

け
る
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。

○
就
業
促
進
定
着
手
当
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

雇
用
保
険
の
再
就
職
手
当
の
支

給
を
受
け
た
方
で
、
再
就
職
先
に

６
か
月
以
上
雇
用
さ
れ
、
再
就
職

先
で
の
６
か
月
間
の
賃
金
が
離
職

前
の
賃
金
よ
り
も
低
い
場
合
に
、

低
下
し
た
賃
金
の
６
か
月
分
（
上

限
額
が
あ
り
ま
す
。）
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
再

就
職
す
る
こ
と
な
ど
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

†
73-

３
５
５
５

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

道
内
で
単
独
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

住民企画課　

住民企画

グループ

「
借
金
・
金
融
一
般
相
談
会
」

と
「
税
務
相
談
会
」
を
開
催

◎器物損壊・盗難の発生について！

４月中、美幌町内において

・車両に対する器物損壊　３件

・盗難（車上狙い・部品狙い）２件

が発生しました。

被害の状況は、器物損壊～駐車中の車両が傷をつ

けられた。盗難～無施錠の車両内から積載物、トラ

クターからバッテリーを盗まれています。

《被害予防のために》

○車を止めておく際には、明るい場所に駐車しまし

ょう。

○車両から離れる際、短時間であっても確実にドア

ロックをしてください。

○車両内には、貴重品などを積みっぱなしにしない

ようにしましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

雇
用
保
険
が

制
度
改
正
さ
れ
ま
し
た

受験申込専用アドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

北
海
道
警
察
本
部
に
よ
る
と
、
５

月
は
、
道
内
で
単
独
死
亡
事
故
が
連

続
発
生
し
、
９
人
も
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
（
５
月
13
日

現
在
）。

ま
た
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
道
内

で
は
５
月
18
日
現
在
で
す
で
に
55
人

が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
前
年
比
で
12

人
増
と
、
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
、
以
下
の
こ
と
を
心
が
け
、
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
徹
底

カ
ー
ブ
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
減

速
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
た
ま
ま
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
り
、

ハ
ン
ド
ル
を
切
り
な
が
ら
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
た
り
す
る
と
横
転
や
横

す
べ
り
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

○
居
眠
り
運
転
に
注
意

集
中
力
は
持
続
し
ま
せ
ん
。
２

時
間
お
き
に
短
時
間
の
休
憩
を
と

っ
て
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
し
ま
し
ょ
う
。

札
幌
国
税
局
よ
り

税
務
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
取

り
戻
す
の
は
極
め
て
困
難
で
す
。

う
ま
い
話
に
は
耳
を
貸
さ
ず
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
支
払
う
前
に
家
族
や

友
人
、
消
費
者
協
会
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
詐
欺
に
あ
っ
た
と

き
は
、
速
や
か
に
警
察
に
被
害

届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光
グループ

†76－2151
（内線258）

A

大
手
企
業
の
名
前
を
悪
用
し
た

「
買
え
買
え
詐
欺
」
に
注
意

某
大
手
企
業
の
社
員
と
名
乗
る

男
性
が
「
自
分
が
自
社
の
株
を
買

う
と
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
な

る
の
で
、
あ
な
た
の
名
前
で
買
わ

せ
て
ほ
し
い
。
後
日
倍
に
し

て
返
す
」
と
言
っ
て
き
た
。

こ
の
企
業
は
有
名
だ
か
ら

失
敗
し
な
い
と
思
い
、
指
示

さ
れ
た
と
お
り
口
座
開
設
料

１
０
０
万
円
を
郵
送
し
た
。

そ
の
後
も
「
保
証
料
」
な
ど

の
名
目
で
合
計
１
３
０
０
万

円
支
払
っ
た
。

余
り
に
高
額
な
の
で
不
安
に
な

り
、
電
話
を
し
て
み
た
が
繋
が
ら

な
か
っ
た
。
支
払
っ
た
お
金
を
返

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

美
幌
歯
科
医
師
会
が
無
料
歯

科
相
談
、
講
演
な
ど
を
実
施

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か
？

入
牧
開
始

牧
場
か
ら
の
お
願
い

気迫の「ポンプ車操法」、規律の「小

隊訓練」、消防車８台の「一斉放水」、

威風堂々の「分列行進」を、ぜひ参観

してください。

問い合わせ先

津別消防署　† 76－2189

津 別 消 防 署 ・ 津 別 消 防 団

日　時 ６月22日（日）午後１時～

場　所 津別小学校グランド他

サイレンの吹鳴について

演習の際、団員召集・模擬火災訓練

時にサイレンを吹鳴します。ご迷惑を

お掛けしますが、皆様のご理解、ご協

力をお願いいたします。

※訓練途中、津別中学

校吹奏楽部による演奏

が行われる予定です（雨天時中止）。

し
て
ほ
し
い
。

「子どもの人権110番」（子ども用・全国共通）
フリーダイヤル　0120－007－110
■期間中は相談時間を延長して対応します■

日　時

６月23日～27日　午前８時30分～午後７時　　

６月28日・29日　午前10時～午後５時

相談担当者

主に子どもの人権にかかわる問題を専門に扱

っている釧路人権擁護委員連合会の「子ども

人権委員」が対応します。

実施機関

釧路地方法務局、釧路人権擁護委員連合会

問い合わせ先

釧路地方法務局人権擁護課

† 0154－31－5014（人権擁護課直通）



津別町農業委員会委員選挙が４月４日に告示され、８

人が選挙委員に立候補しました。定数が８人のため、立

候補者全員の当選が決まりました。また、選挙委員の他

に、農業団体や議会による推薦委員３人が町長より選任

され、今期の委員は11人となり、担当地区は下記のとお

りになりました（会長・職代以外は就任順）。

新しい 民生委員
児童委員 を紹介します６月１日～７日は水道週間です

津別町の水道は、昭和38年12月給水

を開始しました。安心・安全な水を安定

的にお届けするためには、施設の更新も

必要となってきております。水道事業は

皆さまの水道料金で運営されています。

ご理解とご協力をお願いいたします。

～第56回水道週間標語～

「おいしいな だいじなお水 ごくごくり」

建設課水道グループ

†76－2151（内線254）

灯油ストーブなどに使用している灯油は、北の国では欠かせ

ないものですが、引火性を有する危険物であり、取扱いを誤る

と火災につながる危険性があります。

災害防止と環境保全を推進するため、日常点検をしましょう。

○配管の破損・腐食

○燃焼機器に接続されているゴム

ホースの劣化・ひび割れ

○ストレーナーのひび割れ、ゴム

パッキンの劣化

○水抜きバルブの緩みなど

問い合わせ先 津別消防署　†76－2189

★配管の切断・折り曲げなどのいたずらが増えてきています。

配管を保護するカバーや注油をガードするキャップなどの設置が

有効な安全対策です。

灯油は大切なエネルギー！
流出等による事故を未然に防ぎましょう！

６月８日から６月14日まで
『危険物　読みはまっすぐ　ゼロ災害』

▼年金を満額受け取れない方へ

国民年金制度は、20歳から60歳までの

40年間の加入と納付状況によって年金額

が決定されます。

過去に保険料の未納や国民年金に加入

していない期間があると「満額」の年金

を受け取ることができなくなります。

しかし、次の条件を全て満たす方は、

ご本人の申し出により、「任意加入制度」

で国民年金に再加入し、年金額を増額す

ることができます。

▼任意加入制度に加入できるのは、次の

q～eの全てに該当する方です

q日本国内に居住する60歳以上65歳未満

w老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けて

いない

e20歳から60歳までの年金保険料の納付

月数が480ヵ月未満

▼年金を受け取る権利のない方へ

また、昭和44年４月１日以前に生まれ

た方で、65歳まで加入しても年金を受け

取る権利がない方は、70歳まで加入でき

る「特例任意加入制度」もあります。

年金額を増やしませんか？

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当
†76－2151 内線 222、223 道内における来日外国人による犯罪の検挙は、ここ数年減少傾向

にあります。しかし、来日外国人による犯罪は、組織化または地方

への拡散化、更には道内に止まらず、あらゆる国や地域に及ぶとい

った「犯罪のグローバル化」という大きな質的変化が進んでいます。

また、在留資格を不正に取得することを目的とした偽装結婚事案

など、依然として多数の不法滞在者が存在し、その多くは不法就労

しているとみられ、これらの一部は、こうした国際組織犯罪などへ

の関与を深めていることが懸念されています。

町内の安全を妨げる国際犯罪組織の暗躍を防止するためには、警

察や関係機関のみならず、町民の皆さんのご協力が欠かせません。

どんなささいなことでも構いません、「おかしい

な？」と思ったら、警察へ通報してください。

■連絡先　美幌警察署　†72-0110

〈灯油流出事故の主な原因〉

法人道民税・法人事業税・地方法人

特別税の申告はインターネットで！

■北海道では、地方税ポータルシステム　　

（エルタックス）を利用し、インターネ

ットによる法人道民税・法人事業税・地

方法人特別税の申告を受け付けています。

■利用できるのは、北海道に申告を行う納

税者（税理士等代理人を含む）で、利用

届出の手続きをされている方です。

■利用開始の方法など、詳細についてはエ

ルタックスホームページをご覧下さい。

＜エルタックスホームページ＞

http://www.eltax.jp/

＜問い合わせ先＞　

オホーツク総合振興局税務課課税係

†0152－41－0613

朝朝朝朝陽陽陽陽にににに照照照照ららららさささされれれれ、、、、紅紅紅紅くくくく染染染染ままままるるるる雲雲雲雲海海海海。。。。

津津津津別別別別のののの観観観観光光光光シシシシーーーーズズズズンンンンののののははははじじじじままままりりりりでででですすすす。。。。

～～～～津津津津別別別別峠峠峠峠がががが開開開開通通通通ししししままままししししたたたた～～～～

問い合わせ先
津別観光協会（役場商工観光グループ）
†76－2151（内線315）

津別峠から望む屈斜路湖のライブ映像が津別町ホームページ
からご覧になれます（10分ごとに更新）。
http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/ 

＜展望施設＞
開館期間　10月31日まで
開館時間　午前９時～午後７時
※トイレは24時間利用できます。

問い合わせ先　津別観光協会
（役場商工観光グループ）

†76－2151（内線315）

＜前夜祭＞
７月５日（土）16：00～21：00

＜本　祭＞
７月６日（日） 9：00～15：20
■詳細は広報つべつ７月号等でお知らせします■

★★★★第44回★★★★

つべつ夏まつり

≪ＨＢＣラジオ公開録音≫ライブステージ

今年も楽しい催しを用意してお待ちしています！

６月は町道民税、国民健康保険税
第１期分の納付月です

納期限は６月30日です

問い合わせ先
†76－2151 税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

口座振替をご利用の方は、預金口座の残
高確認をお願いします。

タケカワユキヒデ　 l a u f e n フォーリンラブ

津別の人気者
『まる太くん』も
遊びに来ます！

津 別 町 検索

『戦没者遺児による慰霊友好親善事業』参加者募集

この事業は、日本遺族会が厚生労働省から補助を受けて実施して

おり、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、父等

の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域の住民

と友好親善をはかることを目的としています。

実施地域の例 旧満州、西部ニューギニア、旧ソ連、マリアナ諸島、他

詳細問い合わせ先　北海道連合遺族会　†0166－51－1040

「米トレーサビリティ法」をご存じですか

飲食店等の各米穀事業者には、提供・
販売している「お米」の産地表記や記録を
作成・保存することが義務付けされてい
ます。国民の皆さまが食べるお米の「安
心・安全」に繋がる大変重要な法律です。
※詳細は、農林水産省HPまたは、北海道
農政事務所北見地域センター（†0157－
23－4171）


